
















































































































































































































































候補者名 演説回数 聴衆数 1回あたり
秋田 清 47回 4096人 87人
三木輿吉郎 43回 3145人 73人
三木武夫 65回 9313人 143人
三木熊二 40回 2734人 67人












































































































































秋田清 三木輿吉郎 三木武夫 三木熊二 真鍋勝
計
推薦前 推薦新 非推薦前 推薦新 非推薦前
8.95% 91.76% 53.47% 4.28% 2.31% 
板野 1，324 11，611 6，551 450 230 20，166 
6.57% 57.58% 32.49% 2.23% 1.14% 
3.34% 2.83% 21.10% 28.11% 2.26% 
阿波 494 358 2，585 2，958 225 6，620 
7.46% 5.41% 39.05% 44.68% 3.40% 
4.19% 1.87% 8.82% 56.04% 3.49% 
麻植 619 236 1，080 5，896 348 8，179 
7.57% 2.89% 13.21% 72.09% 4.26% 
33.19% 1.80% 5.23% 10.42% 69.71% 
美馬 4，899 228 641 1，096 6，944 13，808 
35.48% 1.65% 4.64% 7.94% 50.29% 
50.39% 1.76% 11.39% 1.16% 22.23% 
三好 7，452 221 1，395 122 2，215 11，405 
65.34% 1.94% 12.23% 1.07% 19.42% 
計 14，788 当選 12，654 当選 12，252 当選 10，522 落選 9，962 落選
」




















































































































































































































































42 横山昇一編「大東亜建設代議士政見大観~ (都市情報社， 1943年) 1170~1173頁。後に，芳賀登ほか編『日





















57 前掲，三木武夫「謹みて徳島県第二区有権者各位の御心眼に恕へ奉る~， w徳島日日新報~， w徳島毎日新聞」
より作成。
58 1937年5月， 1937年1月， 1938年9月の3因。なお，滞在期間は不明だが，三木は1940年4月の報告会で
は，降雪のために訪問できなかった祖谷以外のすべての町村を訪問している。
59 前掲，樋口政市『高峰に風雨あり~ 52頁。
(付記) 本稿は，明治大学大学院生研究調査プログラム (2012年度)による研究成果の一部である。
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